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 2015 年 9 月 14 日(月)，金沢工業大学扇が丘キャンパス 23 号館 5階 23・511 室にて，PC
クラスタコンソーシアム実用アプリケーション部会との共催で，第 50 回お試しアカウント付
き並列プログラミング講習会「OpenFOAM 初級入門」が開催された．本講習会は，東京大学
情報基盤センター（以降，センター）に設置されたスーパーコンピューター(以降，スパコン)
の利用促進とスパコンを用いた数値流体解析(以降，CFD)の普及を目的として，実施されたも
のである．なお，本講習会はセンターのお試しアカウント付き並列プログラミング講習会とし
て行われた 2回目の OpenFOAMの講習会である． 
 受講者は，学部学生 5名，大学院学生(修士)1 名，講師 1名，企業の方 1名であり，参加者
合計は 8名と東京大学外での開催にもかかわらず多くの方に参加頂いた． 
 本学のスーパーコンピュータシステム Fujitsu PRIMEHPC FX10(Oakleaf-FX10)の 1 週間
お試しアカウント(最大ノード数 12，最大実行時間 15分)が与えられ，Oakleaf-FX10の概要，
利用方法，OpenFOAMの基礎演習が 1日終日の日程で行われた．当日のプログラムを表 1に
掲載する．なお，アカウントは講習会終了後 1週間有効であるため，講習会資料の復習や自習
課題の実行が可能である．  
 

表 1 講習会プロフラム 

【2015 年 9 月 14 日(月）】 
 9：00 - 10：00 受付 
 10：00 - 11：00 ノートパソコンの設定，ログインテスト（演習）(担当：片桐准教授) 
   ・ スパコンへの ssh ログインテスト 
   ・ バッチジョブシステムの使い方 
   ・ Oakleaf-FX 概要 
 11：00 - 11：30 OpenFOAM概要（座学）(担当：今野) 
 12：30 - 14：00 OpenFOAM演習 I（キャビティ流れ）（演習）(担当：今野) 

 ・ スパコンとノートパソコン間の scp と rsync によるデータ転送 
   ・ キャビティ流れの格子生成 
   ・ 格子データの転送と ParaView による格子可視化 
   ・ キャビティ流れ解析 
   ・ 解析結果の転送と ParaView による解析可視化 
 14：15 - 15：45 OpenFOAM演習 II（ダムブレイク流れ，並列計算）（演習）(担当：今
野) 
   ・ OpenFOAMの並列計算概要 
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   ・ ダムブレイク流れの格子生成 
   ・ 格子データの転送と ParaView による格子可視化 
   ・ ダムブレイク流れ解析 
   ・ 解析結果の転送と ParaView による解析可視化 
   ・ ダムブレイク流れの並列解析 
 16：00 - 17：00 OpenFOAM演習 III（実行性能・並列化効率評価）（演習）(担当：今野) 
   ・ 実行性能および並列化効率計測 

 
 講習会終了後アンケートを行なったところ，8 名の参加者全員に提出頂いた．5 段階評価で
ある設問に対する回答数や評点の平均値の集計結果を表 2に示すが，参加した満足度の平均は
4.38 と高かった． 
 

表 2 アンケート集計結果 

評
点 

講習会の時間 
講習会の講義内
容(プレゼン) 

配布資料の内容 
サンプルプログ
ラム内容 

参加した満足度 

1 短い 0 簡単 0 簡単 0 簡単 0 不満 0 
2  1|  0  0  0  0 
3 適切 5||||| 適切 7||||||| 適切 7||||||| 適切 5||||| 普通 1| 
4  2||  1|  1|  3|||  3||| 
5 長い 0 難 0 難 0 難 0 満足 4|||| 
 平均 3.13 平均 3.13 平均 3.13 平均 3.38 平均 4.38 

注）縦棒”|”の前の数字や縦棒の数が回答数  
 
また，以下のご意見を頂いた．今後の講習会運営の参考にしたい． 
• 興味深く参加しました．ありがとうございました． 

以上 
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